
 
 

令和５年度上期事業報告について 

 

１． 令和５年度上期事業報告 

 

令和５年度の我が国経済は、コロナ禍から回復傾向となり経済社会活動の正常化が  

  進み、緩和的な財政・金融政策などが下支えの要因となり、物価高の下でも景気回復が

継続し緩やかな成長が続くと期待されています。 

 

こうした中、本年度上期の当組合管轄の貨物取扱い実績は、２，４８３，７６６トン 

で、前年度上期の２，４４９，７６３トンと比較して、３４，００３トン増加し、 

前年度上期比１０１．４％の取扱いとなりました。 

野積場の貨物構成では、木材の取扱いが４，８１２トンと前年度上期に比べ減少し 

前年度上期比２０．４％となりました。鋼材は輸出入･内貨併せて４４，４３１トンと       

前年度上期比９１．８％で、その他の一般貨物は、輸出入･内貨･ROROシャーシ併せて 

７３１，５９９トンの前年度上期比１０１．６％と好調です。 

市原地区では、内貨スクラップ･鉱滓等は１５１，８００トン取扱い前年度上期比 

８８．４％と減少し､ 北袖ヶ浦地区においても内貨スクラップの取扱いが減少し 

前年度上期比８０．７％となりました。 

完成自動車は、輸出入・国内車併せて１２０，３４９台取扱いました。内訳は     

輸入車が１５，７７１台と前年度上期比１２０．１％と好調。輸出車は０（ゼロ）で    

国内車は１０４，５７８台の前年度上期比１０５．５％となりました。 

完成自動車のトータルは 前年度上期の１１２，３０８台から８，０４１台増加し、   

１２０，３４９台で前年度上期比１０７．２％となりました。 

上屋･テント倉庫については、５７，２３７トンの取扱いで前年度上期と比べ    

１１，４２２トン減の８３．４％となりました。 

コンテナ貨物は、実入り・空バン合計で２９，９０５ＴＥＵを取扱い前年度上期の    

２７，９１６ＴＥＵから１，９８９ＴＥＵ増加し、前年度上期比の１０７．１％と     

なりました。 

 


